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理工学メディアセンター企画展示一覧
年　度 回　数 展示期間 タイトル

平成 20 年度
第 14 回 12 月 12 日～ 2 月 6 日 「関孝和と和算」
第 15 回 3 月 24 日～ 5 月 31 日 「写真で辿る理工学部の歴史」（再展示）

4 脱酸処理と資料劣化への取り組み
2009 年 6 月 15 日の日本経済新聞に，「映像や文書

を 1000 年保存できる方法の基礎実験に成功し，10
年以内に実用化したい」という産学連携の記事が掲
載された。この記事を読んで，多くの図書館員が一
縷の望みを抱いたのではないだろうか。
図書館には，酸化し消失が心配される「酸性紙」の

資料やマイクロ資料を多数所蔵している。1990 年代
からは資料のために，適切な温湿度に保ち，劣化し
た紙の資料は中性紙箱に入れ，マイクロ資料は巻き
直しては空気をあて，付着した汚れを取り除くこと
に努力を重ねてきている。
日本でまだ紙の資料の劣化が重大な関心事ではな

かった 1973 年，米国議会図書館（Library of Con-
gress；以下 LC）はすでに劣化資料の脱酸処理に取
り組んでいた。欧米諸国ではすでに 30 数年にわたり
いろいろな方法で脱酸処理を試みてきた。それとい
うのも 1850 年から 1980 年までに刊行された資料の
ほとんどに酸性紙が使われており，劣化することが
判明したからである。脱酸方法には，大きく分類す
ると気体で脱酸する気相法（DEZ法等）と液体で脱
酸する液相法（ブックキーパー法等）がある。LC
の初期のころは気相法であったが，その後 2度の爆
発事故などの紆余曲折を経て液相法が採用され，
2000 年には，今後 30 年間で 850 万冊の資料を脱酸
することが議会で承認された。２）３）

日本は，欧米と比較すると劣化資料が少ないと言
われているが，1940 年頃から 1950 年頃までに刊行
されたものについては，戦争による物資不足からか，
かなり粗悪な紙質のものになっているという固有の
事情もある。４）

慶應義塾図書館では，学内の資金を得て『慶應義

塾大学新聞』『慶應塾生新聞』『三田新聞』『時事新報』
の新聞原紙の脱酸処理を行うことにした。新聞を対
象にしたのは，新聞の劣化が甚だしいからである。
手法については，LCが長く採用している実績から
ブックキーパー法を選択した。脱酸処理を施した資
料は，劣化を止めることはできないが，そのままに
しておいた場合に比べて，3～5倍の寿命になると期
待されている。
つまり，劣化がすすんでしまった資料に脱酸処理

を施しても，寿命を大きく引き延ばすことはできな
い。劣化の症状が軽い場合のほうが明らかに寿命を
長く延ばすことができるため，LCのように 1970
年代以降の比較的新しい資料の脱酸処理を行うこと
がより望ましい。慶應として何を残していくのか学
内の合意形成も必要となるし，予算をどう確保する
かも考えなくてはならない。
すでに保存のためにマイクロ化したもの，機関リ

ポジトリで電子化しているものなど，代替物での所
蔵もすすめてきたが，慶應関係の資料は原紙を残す
ことに大きな意味があると考えている。
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